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係を持たない 65人の人が抽出され fragmentlengthが測定された｡ 抽出の仕方の詳細
は不明であるが､そのデータベースのfragmentlengthの分布は､同一の方法 (ACT
P2)で大分医科大グループが作成 したfragmentlengthの分布と有意に相違する (カ
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で与えられる｡これらから尤度比 上-エ1/上2が求まる｡この式から実際に尤度比Lの
値を計算するには測定を繰り返して得られるデータに基づいて分布関数Fに関する知
見を得ておく必要がある｡ 尤も簡単な方法はデータを適当に変換して近似的に正規分
布に従うとして正規分布の理論を適用すればよい｡
注5)観測誤差 elと亡2は同一ゲル等を通じて混入する誤差であるから実際には相
関があると推察されるが､相関を調べる計量的データが入手できないので作業仮説と
して独立性を仮定した｡(el,e2)と(el,er2)の独立性はさほど問題にならないと思う｡
注6)三津鑑定では､前節で与えたデータが､測定値として求められた被告人の唯
一のデータである｡ せめて被告人の毛髪を10本ほど繰り返し測定して測定値のゆらぎ
に関する情報を得ておくべきであった｡
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